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Summary
This paper looks at the correspondence between Junjiro Takakusu and 
Soho Tokutomi by examining twelve letters owned by the Soho Tokutomi 
Memorial Museum in Kanagawa prefecture. Also, this paper includes 
the reprinting of these twelve letters. These letters are addressed to 
Soho Tokutomi from Junjiro Takakusu, his son Masao Takakusu, and the 
concerned people. There are various kinds of letters that were exchanged, 
for example, invitations, request documents, and letters of appreciation. 
These letters reveal the fact that Takakusu had a broad range of relation-
ships with large number of people. They also show that Masao, Takakusuʼs 
son, had a close relationship with Tokutomi. In addition, I was able to posit 























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4） 高楠正男「篝村亭漫筆」 （ 『現代仏教』七二、一九三〇、四月号）五五頁
（
5） 宮嶋は宮島と表記され ことも が、本稿では宮嶋の表記で統一した。
（
6） 西田勝・宮嶋秀・黒古一夫編『宮嶋資夫著作集一』 （慶友社 一九八三）に再録。
（
7） 宮嶋の履歴 著書等については、黒古一夫編「宮嶋資夫年譜」 （西田勝・宮嶋秀・黒古一夫編『宮嶋資夫著作集七』慶友社、一九八三）に詳しい。なお、こ 年譜によれば、宮嶋 十代の頃、母に連れられて浄土真宗の寺院 説教を聞きに行っていたという（二七五頁）
（
8） 宮嶋蓬州「 「禅に生くる」の出版に際して 九九 二 十二月号） 一頁
（
9） 翌年刊行された続編『続 禅に生くる』 （大雄閣、一九三三）の奥付には 刊行者として高楠正男の名が記されている。
（





11） 高楠正男「松岡浅野両氏を迎えて」 （ 『現代仏教』九九、一九三二、十二月号）四九頁
（
12） 高楠正男「篝村亭漫筆」 （ 『現代仏教』七三、一九三〇 五月号）四二頁
（




15） ハワイ訪問の様子については、高楠順次郎「布哇より帰りて」 （ 『ピタカ』一五
│
一二、一九三九、十二月号）など、順次
郎自身が著したいくつかの原稿によって知ることができる。その他については、 『高楠順次郎全集第十巻』 （教育新潮社、二〇一三）所収「高楠順次郎年次別書籍論文目録」の一九三八年・一九三九年の項を参照。
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